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冬期健康相談会�午前９時３０分～�島田集落開発センター�１０ページ
　

日
�

２９

１　
　
　

月

４カ月児健診�午後１時３０分～�町農村環境改善センター�平成１４年８
月・９月生まれ�１２ページ

９
日
�

１　
　
　
　
　
　
　

月

冬期健康相談会�午前９時３０分～�中野東集落開発センター�１０ページ
　

日
�

３０
　

日
�

１０

冬期健康相談会�午前９時３０分～�青柳ふれあいセンター�１０ページ
　

日
�

３１資源ごみの引き取り�午前７時３０分～�中之島交番裏資源ごみ保管所
　

日
�

１１

１
日
�

２　
　
　
　
　
　
　

月

�内科医：杏仁堂医院（�６２－０１２３）
�外科医：星整形外科医院（�６６－８８０８）

　

日
�

１２

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）
�外科医：見附市立病院（�６２－２８００）

２
日
�

�内科医：霜鳥医院（�６２－０５７９）
�外科医：寺師医院（�６２－０１３７）
町図書館休館日 成人の日

　

日
�

１３

冬期健康相談会�午前９時３０分～�上通分館�１０ページ
町図書館休館日

３
日
�

　

日
�

１４

冬期健康相談会�午前９時３０分～�中西集落開発センター�１０ページ　
１歳６カ月児健診�午後１時～�町農村環境改善センター�平成１３年７
月・８月生まれ�１２ページ

４
日
�

　

日
�

１５

冬期健康相談会�午前９時３０分～�中条東ふれあいセンター�１０ページ５
日
�

　

日
�

１６

冬期健康相談会�午前９時３０分～�真弓公民館�１０ページ６
日
�

母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善センタ
ー�１２ページ

　

日
�

１７

冬期健康相談会�午前９時３０分～�灰島新田ふれあいセンター�１０ペー
ジ　母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善セ
ンター�１２ページ

７
日
�

　

日
�

１８

資源ごみの引き取り�午前７時３０分～�中之島交番裏資源ごみ保管所８
日
�

�内科医：関谷医院（�６１－０２０５）　�外科医：わたなべ皮膚科（�６２－
７７５０）　町職員（平成１５年度採用）上級試験�午前１０時～�町民文化セン
ター�平成１４年１１月号３ページ

　

日
�

１９

�内科医：はしもと小児科（�６１－２４００）
�外科医：貝瀬皮膚科（�６６－８１００）

９
日
�

町図書館休館日
　

日
�

２０

冬期健康相談会�午前９時３０分～�下沼新田集落開発センター�１０ペー
ジ
町図書館休館日

　

日
�

１０
　

日
�

２１

�内科医：村上医院（�６３－４６００）
�外科医：見附南医院（�６３－４４７７）

建国記念の日

　

日
�

１１
　

日
�

２２

冬期健康相談会�午前９時３０分～�西野集落開発センター�１０ページ
　

日
�

１２
　

日
�

２３

冬期健康相談会�午前９時３０分～�品之木集落ふれあいセンター�１０ペ
ージ

　

日
�

１３
　

日
�

２４

冬期健康相談会�午前９時３０分～�六所農業生活改良センター�１０ペー
ジ

　

日
�

１４資源ごみの引き取り�午前７時３０分～�中之島交番裏資源ごみ保管所
おはなしひろば�午後２時～�町民文化センター

　

日
�

２５

　

日
�

１５�内科医：石川医院（�６６－２１４０）
�外科医：石澤医院（�６２－２５００）

　

日
�

２６

�内科医：内島医院（�６６－２４４６）
�外科医：金井医院（�６２－０１１６）
町民スキー教室�午前７時４０分集合�五日町スキー場�１１ページ

　

日
�

１６町図書館休館日
　

日
�

２７

冬期健康相談会�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�１０ページ
町図書館休館日

　

日
�

１７冬期健康相談会�午前９時３０分～�大曲戸事務所�１０ページ　３歳児健
診�午後１時～�町農村環境改善センター�平成１１年１２月・平成１２年１
月生まれ�１２ページ

　

日
�

２８

み
な
さ
ん
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
「
広
報
な

か
の
し
ま
」
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
昨
年
、

友
人
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
プ
リ
ン
タ
ー
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
初
め

て
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
成
し
ま
し
た
。

書
店
に
は
、
何
種
類
も
の
ソ
フ
ト
付
き
の

年
賀
状
作
成
本
が
あ
り
、
ど
れ
が
い
い
か

く
ま
な
く
チ
ェ
ッ
ク
。
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
う
も
の
を
十
数
分
か
け
て
探
し
、
購

入
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
デ
ジ
カ
メ
で

撮
影
し
た
写
真
も
簡
単
に
印
刷
で
き
、
と

て
も
キ
レ
イ
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
来
年

は
、
も
う
少
し
工
夫
し
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ

ル
年
賀
状
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１月１２日�
　�内 ： 杏仁堂医院 （�６２－０１２３）
　�外 ： 星整形外科医院 （�６６－８８０８）
１月１３日�
　�内 ： 霜 鳥 医 院 （�６２－０５７９）
　�外 ： 寺 師 医 院 （�６２－０１３７）
１月１９日�
　�内 ： 関 谷 医 院 （�６１－０２０５）
　�外 ： わたなべ皮膚科 （�６２－７７５０）
１月２６日�
　�内 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
　�外 ： 石 澤 医 院 （�６２－２５００）

２月２日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
２月９日�
　�内 ： はしもと小児科 （�６１－２４００）
　�外 ： 貝瀬皮膚科 （�６６－８１００）
２月１１日�
　�内 ： 村 上 医 院 （�６３－４６００）
　�外 ： 見附南医院 （�６３－４４７７）
２月１６日�
　�内 ： 内 島 医 院 （�６６－２４４６）
　�外 ： 金 井 医 院 （�６２－０１１６）

編後
集記

こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
古
紙
配
合
率　

％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

１００

�とき　�ところ　�対象者
�詳しい情報が載っているページ
�休日在宅当番医

記号の
説明

休日在宅当番医のお知らせ　■内 ：内科医　■外 ：外科医



広報なかのしま ２００３．１月号 �

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
な
た
も
お
健
や
か
に
、
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て

お 
慶 
び
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
ろ
こ

　

暮
に
は
思
い
が
け
ぬ
早
い
ド
カ

雪
で
心
配
し
ま
し
た
が
、
ど
う
や

ら
落
ち
着
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
か
、
い

や
、
ど
ん
な
年
に
す
る
か
「
う
る

お
い
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る 
田  
園  
都 

ふ 

る 

さ

 
市 
な
か
の
し
ま
」
の
建
設
に
皆
様

とと
と
も
に
懸
命
の
努
力
を
い
た
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
去
年
の
漢
字
は
『
帰
』

と
か
。 
拉  
致 
問
題
に
象
徴
さ
れ
る

ら 

ち

国
際
関
係
が
一
段
と
意
識
さ
れ
る

中
で
暮
れ
ま
し
た
。
安
全
の
問
題

の
み
な
ら
ず
、
景
気
の
問
題
も
コ

メ
の
こ
と
も
今
や
一
国
の
み
で
解

決
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
ま
し
た
。
広
い
視
野
と
相
互

理
解
い
わ
ゆ
る
共
生
の
社
会
が
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ
る
時
代

で
あ
る
と
し
み
じ
み
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
今
、
私
ど
も
が
当
面

し
て
い
る
課
題
の
中
で
、
市
町
村

合
併
の
こ
と
と
、
コ
メ
政
策
に
代

表
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
こ
と
は

最
も
緊
急
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
前
者
は
長
岡
市
を
中
心
と
し

た
三
十
万
都
市
（
中
核
都
市
）
構

想
の
策
定
に
向
け
協
議
に
入
る
段

階
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
百
年

大
計
。
選
択
に
誤
り
の
な
い
よ
う

気
を
引
き
締
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
後
者
は
高
度
の
先
見
性
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
不
断

の
意
思
と
技
術
力
の
も
と
で
実
践

の
積
み
重
ね
が
大
切
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
町
と
し
て
は

広
く
他
と
の
連
携
協
力
を
得
な
が

ら
、
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
責
任

を
果
た
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
今
年
は
癸
未
（
み

ず
の
と
・
ひ
つ
じ
）
の
歳
。
水
は

方
円
の
器
に
従
え
な
が
ら
本
性
を

失
わ
ず
、
時
と
し
て
自
ら
の
道
を

求
め
て
岩
を
も
穿
つ
。
ま
た
万
象

を
潤
し
万
物
を
育
む
。
そ
ん
な
水

の
働
き
に
あ
や
か
り
、
し
か
も
未

来
を
見
つ
め
て
悔
い
の
無
い
年
に

と 
希 
っ
て
い
ま
す
。

こ
い
ね
が

　

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

年 頭 所 感

町　長　樋 山 粂 男

� 広報なかのしま ２００３．１月号

◆
二
月

○
二
十
四
日
�
、
中
通
分
館
の
増
改
築

工
事
が
完
了
し
、
中
通
分
館
の
主
催

で
「
竣
工
式
」
を
挙
行
。

◆
三
月

○
上
通
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
完
了
。

　

三
十
一
日
�
に
一
般
公
開
。

◆
四
月

○
小
中
学
校
の
完
全
週
五
日
制
ス
タ
ー

ト
。

○
中
之
島
町
を
担
当
す
る
県
の
出
先
機

関
が
長
岡
地
域
に
変
更
（
保
健
・
福

祉
部
門
な
ど
を
除
く
。）。

○
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
の
利
用
助
成
事

業
開
始
。

○
十
八
日
�
、
大
河
津
分
水
洗
堰
を
会

場
に
挙
行
さ
れ
た
「
大
河
津
分
水
洗

堰
周
辺
整
備
竣
工
式
」
に
、
中
之
島

町
か
ら
信
条
保
育
所
及
び
信
条
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。

○
二
十
六
日
�
、
翌
日
の
「
全
国
・
緑

愛
護
の
集
い
」
で
来
県
さ
れ
た
皇
太

子
殿
下
・
同
妃
殿
下
を
約
千
二
百
名

が
中
興
野
地
内
で
歓
迎
。

◆
七
月

○
町
内
八
会
場
で
「
合
併
懇
談
会
」
開

催
。
二
百
六
十
七
名
の
町
民
が
参
加
。

○
七
日
�
、
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

を
実
施
。
十
三
名
の
方
々
が
当
選
。

◆
八
月

○
五
日
�
、「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
が
全
国
で
ス
タ

ー
ト
。

○
二
十
七
日
�
、「
交
通
安
全
全
国
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
」
が
中
之
島
町
を
来
町
。

◆
十
月

○
十
九
日
�
、
大
河
津
分
水
公
園
を
会

場
に
「
大
河
津
分
水
路
通
水
八
十
周

年
記
念
〜
川
と
河
の
八
十
年
も
の
が

た
り
〜
」
開
催
。

○
二
十
五
日
�
、「
長
岡
地
域
市
町
村

合
併
研
究
会
首
長
会
議
」
に
お
い
て
、

１
年
間
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

「
市
町
村
合
併
研
究
会
報
告
書
」
承

認
。

○
中
之
島
中
央
小
学
校
が
「
全
国
学
校

体
育
研
究
優
良
校
」
と
し
て
全
国
表

彰
。

◆
十
一
月

○
三
日
�
、「
平
成
十
四
年
度
町
政
功

労
者
表
彰
」
挙
行
。
三
名
の
方
々
が

受
賞
。

◆
十
二
月

○
十
二
日
�
、「
プ
ラ
ハ
少
年
少
女
合

唱
団
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

中
之
島
町
の
小
中
学
生
三
十
四
名
が

参
加
。

　みなさんにとって２００２年はどのような年だ

ったでしょうか。市町村合併への取り組みが

全国的に大きな問題となっている中、４月か

ら公立小中学校の「完全週５日制」がスター

ト。８月には、「住民基本台帳ネットワーク

システム」が稼働するなど、中之島町を取り

巻く情勢は、大きく変化しました。

　そこで、２００２年の１年間を振り返ってみま

しょう。

昨年はこんなコトがありました

中之島の２００２年を振り返る
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〔
任
意
協
議
会
〕の

概
要

　

市
町
村
合
併
に
関
す
る
「
任
意

協
議
会
」
は
、
市
町
村
長
、
議
員
、

住
民
代
表
及
び
学
識
経
験
者
な
ど
、

幅
広
い
層
の
方
々

が
参
加
。
市
町
村

合
併
に
関
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、

協
議
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
ま
す
。

　

長
岡
地
域
で
は
、

長
岡
地
域
市
町
村

合
併
研
究
会
に
参

加
し
た
八
市
町
村

の
そ
れ
ぞ
れ
の
十

二
月
議
会
に
お
い

て
、「
任
意
協
議

会
」
設
置
の
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
一
月
一
日
付

け
で
任
意
協
議
会
の
事
務
局
が
発

足
。
事
務
局
は
、
長
岡
市
役
所
内

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
第
一
回
任
意
協
議
会
」
が
一
月

十
四
日
�
に
開
催
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

任
意
協
議
会
で
は
、

○
合
併
の
方
式
な
ど
、
合
併
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る

こ
と

○
新
市
の
建
設
計
画
の
う
ち
、
新

市
の
将
来
構
想
に
関
す
る
こ
と

○
各
種
事
務
事
業
の
う
ち
基
本
的

な
事
項
に
関
す
る
こ
と

○
そ
の
他
合
併
に
関
し
、
必
要
な

事
項

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
任
意
協
議
会
の
委
員
総

数
は
五
十
一
名
で
、
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
各
市
町
村
長 

八
名

○
各
市
町
村
の
助
役 

八
名

○
議
長
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
議
長
が

推
薦
し
た
議
会
議
員
（
各
一

名
） 

十
六
名

○
住
民
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
長
が
推
薦
し
た
方
（
各

二
名
） 

十
六
名

○
学
識
経
験
者
（
県
合
併
支
援
課

長
、
長
岡
地
域
内
の
大
学
関
係

者
、
長
岡
地
域
内
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
関
係
者
） 

三
名

　

な
お
、
任
意
協
議
会
の
設
置
期

間
は
、
今
年
七
月
く
ら
い
ま
で
を

目
安
と
し
て
い
ま
す
。

〔
任
意
協
議
会
〕で
の

協
議
事
項

　

任
意
協
議
会
で
の
協
議
事
項
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
協
議

事
項

○
合
併
の
方
式
に
関
す
る
こ
と

○
合
併
の
期
日
に
関
す
る
こ
と

○
新
市
の
名
称
に
関
す
る
こ
と

○
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
関
す

る
こ
と

○
財
産
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
こ

と

○
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
こ
と

○
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及

び
任
期
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

こ
と

○
地
方
税
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

こ
と

○
特
別
職
の
身
分
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
こ
と

○
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
こ
と

○
組
織
機
構
及
び
支
所
に
関
す
る

こ
と

○
地
域
審
議
会
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
こ
と

○
条
例
・
規
則
な
ど
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
こ
と

○
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
取
り
扱

い
に
関
す
る
こ
と

○
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
こ
と

○
公
共
的
団
体
な
ど
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
こ
と

○
町
名
・
字
名
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
こ
と

○
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付

金
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
こ
と

○
慣
行
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
こ

と
◆
市
町
村
建
設
計
画
を
念
頭
に
置

い
た
新
市
将
来
構
想
な
ど
に
関

ください。
2011）

市
町
村
合
併

シ
リ
ー
ズ

９

　

長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会
に
参
加
し
た
八
市
町
村
の
各
十
二
月
議
会
に
お
い
て
、
長
岡
地
域

の
市
町
村
合
併
に
関
す
る
「
任
意
協
議
会
」
設
置
の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
月
一
日
付
け
で
「
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
（
以
下
「
任
意
協
議
会
」
と
し
ま

す
。）」
の
事
務
局
（
場
所‥

長
岡
市
役
所
。）
が
発
足
。
一
月
十
四
日
�
に
「
第
一
回
任
意
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
任
意
協
議
会
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
　
〔
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
〕
が
発
足
し
ま
す

� 広報なかのしま ２００３．１月号

す
る
協
議
事
項

○
新
市
の
将
来
構
想
に
関
す
る
こ

と
○
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
こ
と

◆
各
種
事
務
事
業
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
こ
と
（
基
本
的
な
事
項

の
み
）

〔
第
一
回
任
意
協
議
会
〕

を
傍
聴
で
き
ま
す

　

前
段
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、

「
第
一
回
任
意
協
議
会
」
は
、
一

月
十
四
日
�
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

つ
い
て
は
、
会
議
を
一
般
住
民

へ
公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
一
月
十
四
日
�　

午
後

二
時
〜

○
会
場
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
岡
（
長
岡
市
）

○
傍
聴
人
員
／
三
十
名
程
度

○
傍
聴
方
法
／
開
会
三
十
分
前

（
午
後
一
時
三
十
分
）
か
ら
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

直
接
会
場
へ
ご
来
場
を

市町村合併に
関するご意見をお寄せく
窓口：企画課（�61－ 2

平
成
一
四
年
度

各
会
計
補
正
予
算

○
一
般
会
計

　

五
七
五
万
六
千
円
を
減
額
、
総

額
五
二
億
五
、
〇
三
五
万
四
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
△
は
減

額
。）。

〔
歳
入
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
地
方
消
費
税
交
付
金

△　

一
、
〇
〇
〇

・
普
通
交
付
税 

六
七
四

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△　

八
、
〇
〇
〇

・
減
債
基
金
繰
入
金

△　

九
七
五

・
前
年
度
繰
越
金 

七
、
〇
一
七

・
減
税
補
て
ん
債 

一
、
三
三
〇

〔
歳
出
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
水
道
管
布
設
替
工
事
費
負
担
金

六
一
七

・
町
道
改
良
工
事
請
負
費

五
二
九

・
一
般
職
期
末
手
当

△　

一
、
四
〇
二

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

四
、
四
九
二
万
九
千
円
を
追
加
、

総
額
七
億
六
、
二
七
〇
万
八
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
歳
入
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
公
共
下
水
道
事
業
費
国
庫
補
助

金 

二
、
〇
〇
〇

・
下
水
道
事
業
債 

二
、
二
七
〇

〔
歳
出
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
修
繕
料 

五
〇
〇

・
工
事
請
負
費 

四
、
四
九
八

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

三
七
三
万
九
千
円
を
減
額
、
総

額
六
億
九
、
八
五
七
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

二
九
万
五
千
円
を
減
額
、
総
額

五
億
五
、
一
二
四
万
二
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

条
例
改
正

　

次
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

○　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

○　

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例

○　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例

請
願
（
採
択
分
の
み
）

○　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
等
に
関
す

る
請
願

意
見
書
の
提
出

　

次
の
意
見
書
を
、
国
・
関
係
機

関
な
ど
へ
提
出
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
等
に
関
す

る
意
見
書

○　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致（
ら
ち
）

問
題
の
早
期
完
全
解
決
を
求
め

る
意
見
書

○　

町
村
自
治
の
確
立
に
関
す
る

意
見
書

小
林
和
子　
　

が
さ　
　ん

明
る
い
選
挙
推
進
協
会

会
長
感
謝
状
を
受
賞

　

こ
の
た
び
、
小
林
和
子
さ
ん

（
六
所
）
が
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
会
長
感
謝
状
（
全
国
表
彰
）
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
林
さ
ん
が
長
年
に

わ
た
り
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
委
員
を
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

現
在
同
協
議
会
長
を
務
め
ら
れ
、

選
挙
啓
発
活
動
へ
積
極
的
に
参
加

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 小林　和子 さん（六所）

　

一
二
月
定
例
議
会
が
一
二
月
一
六
日
�
か
ら
五
日
間
の
会
期
で
開

会
さ
れ
、
二
〇
日
�
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
の
ほ
か
、
平
成
一
四
年
度
各
会
計
補
正

予
算
の
承
認
な
ど
一
一
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 
一
二
月
町
議
会
報
告

平
成
一
四
年
度 

各
会
計
補
正
予
算
の
承
認　
　な　
　ど

一
一
議
案
を
可
決



広報なかのしま ２００３．１月号 �

美しい歌声が
観客を魅了
プラハ少年少女合唱団クリスマスコンサート

　１２月１２日�、町民文化センターを会場に「プラ

ハ少年少女合唱団クリスマスコンサート」を開催。

約４５０名のみなさんが来場されました。

　まずプラハ少年少女合唱団のみなさんが、真っ

暗な会場に美しい歌声とともにロウソクを両手に

持って入場。幻想的なフンイキを醸し出しました。

そして、ステージに登壇し「コンバンワ」と日本

語であいさつ。第２部では、中之島町の小中学生

３４名も加わって、観客を魅了しました。

豊かな人権感覚を身に付けよう 中学生人権作文コンテスト
　このたび、「中学生人権作文コンテスト県大会」

において、中之島中学校から丸山紗知江さん（写

真左）、渡辺美希さん（写真中央）、佐々木智美さ

ん（写真右）が長岡人権擁護委員協議会長賞を受

賞されました。これは、中学生から人権問題につ

いて作文を書いてもらい、豊かな人権感覚を身に

付けてもうために毎年度実施されています。

みんな仲良く演技 中之島保育所生活発表

　１２月１２日�、中之島保育所では、「生活発表」

を実施。多くの保護者のみなさんが来場されまし

た。

　「みんななかよしドレミらんど」と題し、歌や

お遊戯、劇などを披露。オペレッタ「てぶくろ」

では、子どもたちは思い思いの動物にふんし、み

んな仲良く演技していました。

� 広報なかのしま ２００３．１月号

まちの　　　　　　 をお寄せください。・�
企画課　　６１－２０１１�

渡邉あゆみさんが全国大会へ出場 第２５回全国スポーツ少年団剣道交流大会
　１１月１７日�、小須戸町民体育館において「第２５回全国スポーツ少年

団剣道交流大会県予選会」が開催されました。中学生女子個人戦にお

いて、決勝を中之島町の渡邉あゆみさんと真島美保子さんが対戦。熱

戦が繰り広げられた結果、渡邉さんが優勝。真島さんが準優勝となり

ました。これにより、渡邉さんが３月２７日�～２９日�、山形県鶴岡市

で開催される全国大会への出場切符を手に。全国大会での活躍を期待

します。

悪天候にも負けずに消防活動 町消防団出初め式
　１月５日�、町農村環境改善センターにおいて、

「町消防団出初め式」が挙行されました。

　前日からの大雪に見舞われる中、�橋町消防団

長が「消防団は悪天候でも出動しなければならな

い」と述べると、消防服に身を包んだ消防団員の

みなさんは、キビキビとした動作で放水を実施し

ました。

ヨイショ、ヨイショと大きな掛け声 信条保育所もちつき
　１２月１７日�、信条保育所では町商工会のみなさ

んが子どもたちのために「もちつき」を行いまし

た。町商工会のみなさんがキネを振り上げるたび

に、子どもたちは「ヨイショ、ヨイショ」と大き

な掛け声を上げて応援。その後、自分たちでもち

つきに挑戦。キネの重さに振り回されながら、懸

命にお餅をつき上げました。

サンタさんがやってきた 育児サークル
　１２月２０日�、育児サークルでは「クリスマス

会」を実施しました。この日、育児サークルに参

加した親子は２０組ほど。サンタさんがプレゼント

を肩から下げてやってきて、子どもたち一人ひと

りへプレゼントを手渡しました。サンタさんが帰

ると、クリスマスの絵本の朗読が始まり、子ども

たちは夢中でそのお話に聞き入っていました。

渡邉あゆみ さん
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要
介
護
認
定
と
は

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
寝
た
き

り
や
痴
呆
（
ち
ほ
う
）
な
ど
で
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
（
要

介
護
状
態
）
に
な
っ
た
場
合
や
、

家
事
や
身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活

に
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
状
態

（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た
場
合

に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
要
介
護
状
態
や
要
支
援
状

態
に
あ
る
か
ど
う
か
、
要
介
護
状

態
に
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
か

の
判
定
を
行
う
の
が
「
要
介
護
認

定
」
で
す
。
こ
れ
は
、
保
険
者
で

あ
る
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
「
介

護
認
定
審
査
会
」
で
判
定
さ
れ
、

中
之
島
町
の
場
合
は
、
見
附
市
、

栄
町
及
び
下
田
村
と
共
同
で
介
護

認
定
審
査
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。　

な
お
、
要
介
護
認
定
は
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
額
に
結
び
つ

く
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
準
に
つ
い

て
は
全
国
一
律
に
、
客
観
的
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
流
れ

　

要
介
護
認
定
を
受
け
る
に
は
、

ま
ず
次
の
窓
口
で
申
請
の
手
続
き

を
取
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
ご
本
人
の
ほ
か
ご
家
族
で

も
手
続
き
が
可
能
で
す
。

●
要
介
護
認
定
の
申
請
窓
口

・
市
町
村
介
護
保
険
担
当
課
（
中

之
島
町
の
場
合
は
保
健
福
祉
課
）

・
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

・
指
定
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

・
介
護
保
険
施
設 

な
ど

　

次
に
訪
問
調
査
に
よ
る
聞
き
取

り
調
査
を
受
け
る
と
と
も
に
、
市

町
村
の
依
頼
で
主
治
医
の
意
見
書

が
提
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
介
護
認
定
審
査
会
の

場
で
、
申
請
者
の
心
身
の
状
況
調

査
に
基
づ
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定

の
結
果
（
一
次
判
定
）
と
主
治
医

の
意
見
書
な
ど
に
基
づ
き
、
審
査

・
判
定
を
行
い
ま
す
（
上
図
参

照
）。

　

な
お
、
介
護
認
定
審
査
会
は
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
学
識
経
験

者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
審
査
・
判

定
で
は
、「
運
動
能
力
の
低
下
し

て
い
な
い
痴
呆
（
ち
ほ
う
）
性
高

齢
者
の
介
護
度
が
低
く
み
ら
れ
が

ち
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
４
月
以
降
、
基
本

調
査
項
目
が
改
訂
さ
れ
、
キ
チ
ン

と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
予
定

で
す
。

申

請

二

次

判

定

介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る
審
査主 治 医 意 見 書

要介護認定基準時間の算出

（コンピュータ

による推計）

一 次 判 定

心身の

状況に

関する

調　査

基 本 調 査

（８５項目）

特 記 事 項
�

�

�

介護保険制度における
要介護認定のしくみ

～問い合わせ先　保健福祉課　（�61－2016）～

要介護認定の流れ要介護認定の流れ

� �

� 広報なかのしま ２００３．１月号

確
定
申
告
の
ご
準
備
を

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
確
定
申

１４

告
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、

２
月　

日
�
〜
３
月　

日
�
で
す
。

１７

１７

　

確
定
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分

で
お
書
き
の
上
、
お
早
目
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、

２
月　

日
�
以
前
で
も
提
出
す
る

１７

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
分
の
個
人
事

１４

業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
期
限
は
、
３
月　

日
３１

�
で
す
。

〔
三
条
パ
ル
ム
2
〕に

確
定
申
告
会
場
設
置

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
三
条
市
内

の
「
パ
ル
ム
２
」
に
確
定
申
告
会

場
を
設
置
し
ま
す
。
と
な
り
に
あ

る
有
料
の
立
体
駐
車
場
が
２
時
間

無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
会
場

受
付
に
駐
車
券
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。）。

◆
会
場
／
パ
ル
ム
２
（
三
条
市
神

明
町
２

－

１
。
左
図
参
照
）

◆
開
設
期
間
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

○
税
理
士
会
が
行
う
無
料
還
付
申

告
相
談
／
２
月
３
日
�
〜
３
月

　

日
�

１３
○
税
務
署
職
員
が
行
う
申
告
相
談

／
２
月　

日
�
〜
３
月　

日
�

１７

１７

◆
相
談
受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜

　

時
、
午
後
１
時
〜
３
時　

分

１１

３０

　

見
附
警
察
署
で
は
、
治
安
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
夜
間
に
お
け
る

体
制
の
強
化
と
事
件
事
故
に
対
す

る
早
期
臨
場
を
図
る
た
め
、
３
月

末
を
メ
ド
に
中
条
駐
在
所
を
閉
所
。

中
之
島
交
番
へ
統
合
し
、
体
制
の

強
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
統
合
後
は
、
中
条
駐 

在
所
が
行
っ
て
い
た
業
務
は
、
中

之
島
交
番
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

治
安
確
保
に
は
、
万
全
を
期
し

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
告
書

申
告
書 
自
分
で
書
い
て
郵
送
で

自
分
で
書
い
て 
郵
送
で

　
　
　
　

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
三
条
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

○
所
得
税
・
消
費
税
／　

�
0
2
5
6

－　

－

6
2
1
3

３２

○
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
／
�
0
2
5
6

－　

－
6
2
1
4

３２
東三条駅�

北三条駅�

至石上大橋� 国道２８９号�

市
役
所
通
り�

至下田�

五十嵐川�

●�
パルム１�

●立体駐車場●立体駐車場�

三条市役所●�

三条郵便局●�

三
条
駅�

三条税務署●三条税務署●�

●�
パルム2

●立体駐車場�

三条税務署●�

●�
パルム2

●確定申告相談会場●

中
条
駐
在
所
が

中
之
島
交
番
へ

統
合
さ
れ
ま
す

●
見
附
警
察
署
（
�　

－

0
1
1
0
）
●

６３至長岡�

中之島・見附インター�

至
長
岡�

県
道
見
附
・
中
之
島
線�

県道長岡・中之島・見附線�

北陸自動車道�

至新潟�

至見附�

●町役場�

国道８号�

●大竹邸記念館�町体育館�
町民文化センター�

●�

○�

●�

中之島交番�
●�

中之島交番中之島交番
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■
「
精
神
保
健
相
談
会
」
開
設　

お
気

軽
に
ご
相
談
を

　

三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
専
門
医
に
よ
る
「
精
神
保

健
相
談
会
」
を
開
設
し
ま
す
（
予
約

制
。）。

�
１
月　

日
�　

午
後
２
時
〜
４
時
、

１６

２
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

１８

３０

　

分　

�
三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

３０�
無
料　

�
三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務

所
地
域
保
健
課
（
�
０
２
５
６

－　

－

３６

２
３
６
３
）

■
国
民
生
活
金
融
公
庫
「
国
の
教
育
ロ

ー
ン
」

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
次
の
と

お
り
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

�
世
帯
の
年
間
収
入
が
９
９
０
万
円

（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）
以
内

の
保
護
者　

融
資
限
度
額　

学
生
・
生

徒
一
人
当
た
り
２
０
０
万
円　

金
利　

年
１
・
６

㌫（
平
成　

年　

月　

日
現

１４

１１

１１

在
）　

融
資
期
間　
　

年
以
内
（
交
通

１０

遺
児
家
庭
及
び
母
子
家
庭
の
方
は
１
年

の
延
長
可
）　

返
済
方
法　

毎
月
元
利

均
等
払
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
可
）　

�

国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店
（
�　
３６

－

４
３
６
０
）

￥�

問�

問�

お
知
ら
せ

おお
知知
らら
せせ

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

町
で
は
、
献
血
事
業
の
推
進
・

普
及
を
図
る
た
め
、
５
回
以
上
献

血
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
毎
年

度
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り
、
今

年
度
の
表
彰
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
５
回
以
上
献
血
さ
れ
、
過
去
に

こ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が

な
い
町
内
在
住
者

�
１
月　

日
�
ま
で
に
、
問
い
合

３１

わ
せ
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
は
、
献
血
手
帳
及
び
印

申�

鑑
の
ご
持
参
を

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
冬
期

健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
か
ら
だ　

一
緒
に
動
か
し
ま
せ
ん
か
』。
春

に
向
け
て
の
健
康
づ
く
り
を
楽
し

く
、
笑
い
な
が
ら
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

�
及
び
�　

左
表
の
と
お
り

■
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

　

分
３０■

内
容　

血
圧
測
定
、
健
康
体
操
、

元
気
に
な
る
話
、
試
食
な
ど

■
持
参
品　

健
康
手
帳

 �役場（代表）
０２５８

６６－２００２
●総務課

６１－２０１０
●企画課

６１－２０１１
●建設課

６１－２０１２
●出納室

６１－２０１３
●町民課

６１－２０１４
●産業課

６１－２０１５
●保健福祉課

６１－２０１６
●税務課

６１－２０１７
●議会事務局

６１－２０１８
●農業委員会事務局

６１－２０１９
●教育委員会事務局
　/庶務学校教育課

６１－２０２０

町民文化センター
●生涯学習推進課

６６－１３１０

（ ）
記号の説明

�とき　�ところ
�対象者　�費用
�申込方法
�問い合わせ先

￥�
申�
問�

5
回
以
上
の
献
血
者
を

表
彰
し
ま
す

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

〔
冬
期
健
康
相
談
会
〕開
催

ぜ
ひ
ご
参
加
を

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

●●月日及び会場●●

会　　　場対象地区月　日

大 曲 戸 事 務 所大 曲 戸２８日�

１　
　
　

月

島 田 集 落 開 発 セ ン タ ー島 田２９日�

中野東集落開発センター中 野 東３０日�

青 柳 ふ れ あ い セ ン タ ー中 条 第 二３１日�

上 通 分 館大 口３日�

２　
　
　
　
　

月

中 西 集 落 開 発 セ ン タ ー中 西４日�

中条東ふれあいセンター中 条 東５日�

真 弓 公 民 館真弓・野口６日�

灰島新田ふれあいセンター灰 島 新 田７日�

下沼新田集落開発センター下 沼 新 田１０日�

西 野 集 落 開 発 セ ン タ ー西 野１２日�

品之木集落ふれあいセンター品 之 木１３日�

六所農業生活改良センター六 所１４日�

町農村環境改善センター中 之 島１７日�

赤小沼ふれあいセンター赤 小 沼１８日�

真野代新田集落開発センター真野代新田１９日�

��広報なかのしま ２００３．１月号

■
県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
「
平
成

　

年
度
生
徒
」
追
加
募
集

１５

　

県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
は
、

次
の
と
お
り
平
成　

年
度
生
徒
の
追
加

１５

募
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
科　

①
工
業
デ
ザ
イ
ン
科
②
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
科
③
生
産
シ
ス
テ
ム
科　

�
①
・
②‥

高
卒
以
上
③‥

中
卒
以
上

（
そ
れ
ぞ
れ
３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）　

選
考
日　

１
月　

日
�
、
２
月　

日
�
、

２２

１９

３
月　

日
�
（
定
員
に
な
り
次
第
締

２６

切
）
�
県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
�
０
２
５
６

－　

－

８
５
２
０
）

３８

■
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
苦
情
が
あ
る
と
き

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ん
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
苦
情
が

あ
り
、
事
業
者
と
話
し
合
っ
て
も
な
か

な
か
解
決
で
き
な
い
と
き
や
直
接
話
し

に
く
い
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

�
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会（
�
０
２
５

－

２
８
１

－

５
５
８
４
）

■
「
平
成　

年
住
宅
・
土
地
統
計
調

１５

査
」
標
語
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
募
集

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
次
の
と
お
り

「
平
成　

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

１５

の
標
語
を
募
集
中
で
す
。

応
募
要
領　

複
数
応
募
可
。
未
発
表
作

品
。
作
品
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
（
小
中
学
生
は
学

年
）
を
明
記
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

応
募
。
入
選
作
品
に
は
賞
状
と
副
賞

（
特
選
３
万
円
、
佳
作
１
万
円
）
あ
り　

�
１
月　

日
�
〜
２
月　

日
�
の
間
に

１０

２８

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
応
募　

�
総
務
省
統
計
局
国
勢
統

計
課
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
広
報
担
当

（
�　

－

５
２
７
３

－

１
０
０
５
）

０３ 問�

問�申�

問�

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
「
町
民
ス
キ
ー
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

希
望
者
に
は
、
無
料
の
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル
も
開
講
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

�
２
月　

日
�　

午
前
７
時　

分

１６

４０

集
合
、
午
後
５
時
解
散

�
五
日
町
ス
キ
ー
場

■
集
合
及
び
解
散
場
所　

町
民
文

化
セ
ン
タ
ー

�
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
。

リ
フ
ト
券
代
別
。
大
人
・
子
ど
も

￥�

と
も
同
額
）

■
定
員　
　

名
（
た
だ
し
、
子
ど

５０

も
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

�
１
月　

日
�
〜
２
月
６
日
�
ま

１７

で
に
参
加
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
込
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り 申�

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日

曜
日
に
営
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種
及
び
人
員　

①
生
活

相
談
員　

１
名
②
看
護
職
員　

１

名
③
介
護
職
員　

１
名

�
自
動
車
普
通
運
転
免
許
を
有
し

た
昭
和　

年
４
月
１
日
以
降
生
ま

３８

れ
の
方
で
①
は
社
会
福
祉
士
ま
た

は
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
を
有
す

る
方
②
は
看
護
師
ま
た
は
准
看
護

師
の
免
許
を
有
す
る
方
③
は
介
護

福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方

（
そ
れ
ぞ
れ
３
月
末
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
含
む
）

■
試
験

�
２
月
８
日
�　

受
付‥

午
前
９

時
〜
、
開
始‥

午
前
９
時　

分
〜

３０

�
サ
ン
パ
ル
コ
な
か
の
し
ま

○
内
容　

作
文
、
面
接

■
採
用
通
知　

２
月
中
旬（
予
定
）

こ
ろ
本
人
へ
通
知

■
採
用
日　

４
月
１
日
�

�
１
月　

日
�
〜　

日
�
の
間
に

１０

２４

受
験
申
込
書
（
サ
ン
パ
ル
コ
な
か

の
し
ま
に
あ
り
）
な
ど
の
必
要
書

類
を
申
込
先
へ
提
出

■
申
込
先　

町
社
会
福
祉
協
議
会

（
〒
９
５
４

－

０
１
７
４　

中
之

島
町
大
字
中
野
中
甲
１
６
６
６
番

地
２
）

申�

〔
町
民
ス
キ
ー
教
室
〕開
催

参
加
者
募
集
中

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集
し
ま
す

 
■問
 

サ
ン
パ
ル
コ
な
か
の
し
ま

 
�　

－

0
6
8
8

６６

完成予定
年 月 日工事者名工事費工事名場　所

１５．３．２５㈱ 石 � 組１，０８２
中之島大沼線
道路改良
（第１１次）工事

小沼新田

１５．３．２５㈱ 丸 月 組２２９
諏訪ノ木１２号線
道路改良
（第１次）工事

島 田

１５．３．２５丸寅建設 ㈱１４２
五十間野前田線
道路維持
修繕工事

下沼新田

１５．３．１５㈱ タ カ ラ５３６
枝６００４号線
その１外
下水道工事

上沼新田

１５．３．１５㈱ 丸 月 組２２１
枝３１０４－２号線外
下水道工事

中 之 島

１５．３．１５
㈲ ミ ツトモ
産 業

６７７
枝６００４号線
その２外
下水道工事

上沼新田

１５．３．１５㈲ 石 川配管８２４
１号汚水幹線外
下水道
（第２７次）工事

中 之 島

１５．３．１５敦井産業 ㈱９４５
枝６０１０号線
マンホール
ポンプ施設工事

上沼新田

１５．３．１５� 工 業 ㈱１，６８０
１号汚水幹線
マンホール
ポンプ施設工事

中 之 島

���������������������

万円
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町
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

�
母
子
・
父
子
家
庭
ま
た
は
、
両

親
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
（　

歳
１８

未
満
）
と
そ
の
養
育
者
。
な
お
、

父
か
母
が
重
い
障
害
を
持
っ
て
い

る
世
帯
も
対
象

�
保
険
証
（
写
し
も
可
）
及
び
印

鑑
を
ご
持
参
の
上
、
問
い
合
わ
せ

先
の
窓
口
で
申
請
（
必
要
書
類
な

ど
は
窓
口
で
説
明
）

■
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り
。
申

請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
助
成
を
実
施

申�

■
「
健
康
に
い
が
た
食
育
普
及
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
開
催

　

県
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
三

条
支
部
で
は
、
次
の
と
お
り
「
健
康
に

い
が
た
食
育
普
及
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。

�
１
月　

日
�　

午
後
１
時
〜
３
時　

２９

３０

分　

�
見
附
市
中
央
公
民
館　

�
無
料

�
子
ど
も
の
食
生
活
に
関
心
の
あ
る
方

（
保
護
者
、
保
育
所
、
学
校
関
係
者
な

ど
）
内
容　

講
話
「
食
育
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
」（
講
師

‥

更
科
三
条
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
校

長
）、
食
育
に
関
す
る
各
分
野
の
事
例

発
表　

�
１
月　

日
�
ま
で
に
問
い
合

１７

わ
せ
先
へ
申
込　

�
県
食
生
活
改
善
推

進
委
員
協
議
会
三
条
支
部
（
�
０
２
５

６

－　

－

２
３
６
３
）

３６

■
放
送
大
学
「
平
成　

年
度
第
１
学
期

１５

（
４
月
入
学
）
学
生
」
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成

　

年
４
月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い

１５ま
す
。

募
集
学
生　

○
学
部

‥

①
全
科
履
修
生

②
選
科
履
修
生
③
科
目
履
修
生
○
大
学

院

‥

④
修
士
科
目
生　

�
○
入
学
料

‥

①
２
万
円
②
７
、
０
０
０
円
③
５
、
０

０
０
円
④
１
万
円
○
授
業
料

‥

①
〜
③

１
単
位
に
つ
き
５
、
０
０
０
円
④
１
単

位
に
つ
き
１
万
円　

科
目　

○
学
部

‥

外
国
語
、
工
学
、
文
学
、
心
理
学
及
び

健
康
科
学
な
ど
約
３
０
０
科
目
○
大
学

院

‥
総
合
文
化
、
政
策
経
営
、
教
育
開

発
及
び
臨
床
心
理　

�
２
月　

日
�
ま

２８

で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
込　

�
放
送

大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
�
０
２
５

－

２
２
８

－

２
６
５
１
）

￥�

申�

問�

￥�
申�

問�

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

母子保健事業の日程（ 1 月・ 2 月分）

対　　　象受 付 時 間内　　　容月　日

平成１４年
８月・９月生まれ

午後１時３０分～２時４ カ 月 児 健 診１月９日�

午前９時３０分～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

１月１７日� 保育所入所前の
乳幼児とその保護者

育 児 サ ー ク ル

平成１１年１２月・
平成１２年１月生まれ

午後１時～１時１５分３ 歳 児 健 診１月２８日�

平成１３年
７月・８月生まれ

午後１時～１時１５分１歳６カ月児健診２月４日�

午前９時３０分～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

２月７日� 保育所入所前の
乳幼児とその保護者

育 児 サ ー ク ル

午前９時３０分～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

２月２１日� 保育所入所前の
乳幼児とその保護者

育 児 サ ー ク ル

平成１４年
５月・６月生まれ

午前９時～９時３０分育 児 相 談 会２月２５日�

�町農村環境改善センター　�保健福祉課（�６１－２０１６）
※　母子手帳の発行は、このほかに保健福祉課の窓口で随時、受け付けています。

問�

��広報なかのしま ２００３．１月号

■
公
立
高
校
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制　

課
程
の
生
徒
募
集

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り

公
立
高
校
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課

程
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
学
校　

○
定
時
制
課
程‥

県
内　
１２

校
○
通
信
制
課
程‥

新
潟
高
校
、
高
田

南
城
高
校　

推
薦
（
荒
川
高
校
、
出
雲

崎
高
校
の
み
）　

�
３
月
に
県
内
中
学

校
卒
業
見
込
み
者
で
在
学
中
学
校
長
の

推
薦
を
得
た
方　

出
願
期
間　

１
月　
２９

日
�
〜
２
月
３
日
�　

面
接
日　

２
月

　

日
�　

一
般
選
抜　

�
中
卒
者（
３

１０月
卒
業
見
込
み
者
含
む
）
出
願
期
間　

○
定
時
制
課
程‥

２
月　

日
�
〜　

日

１８

２１

�
○
通
信
制
課
程‥

２
月　

日
�
〜
４

２５

月
２
日
�　

学
力
検
査　

○
定
時
制
課

程‥

３
月　

日
�
○
通
信
制
課
程‥

面

１１

接
の
み　

�
○
出
願
手
続
き‥

出
身
中

学
校
○
学
習
内
容
な
ど‥

出
願
す
る
高

校
○
そ
の
他‥

県
教
育
庁
高
等
学
校
教

育
課
（
�
０
２
５

－

２
８
５

－

５
５
１

１　

内
線
３
８
８
１
〜
３
）

問�

医
療
費
を
大
切
に

医
療
費
節
約
の
た
め
の

５
カ
条

　

医
療
費
を
大
切
に
使
う
た
め

に
は
、
検
診
な
ど
に
よ
っ
て
疾

病
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
お
医
者

さ
ん
を
信
頼
す
る
こ
と
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
、
正
し
く
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

●
医
療
費
節
約
の
た
め
の
５
カ

条
①
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
が
変
わ
る
た
び

に
、
検
査
が
や
り
直
し
に
な

り
ま
す
。

②
家
庭
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

病
歴
な
ど
を
把
握

し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
治
療
の
効
果
が

上
が
り
ま
す
。

③
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う

④
診
療
時
間
内
に
受
診

し
ま
し
ょ
う

　

特
別
な
場
合
を
除

い
て
、
時
間
外
や
休

日
の
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
日
常
の
健
康
管
理
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で
！

　

み
な
さ
ん
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

老
後
の
支
え
と
な
る
老

齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
も
し
も
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

毎
月
の
納
め
る
手
間
を
省
く

だ
け
で
な
く
、
う
っ
か
り
納
め

忘
れ
て
し
ま
う
心
配
も
な
く
な

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
通

帳
・
銀
行
届
出
印
を
お
持
ち
の

上
、
金
融
機
関
ま
た
は
、
三
条

社
会
保
険
事
務
所
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

国保・年金
コーナー
相談窓口／町民課 �61－2014

　　　山谷・坪野ほんやら洞まつり
　　　●月日／２月８日�
　　　●会場／小千谷市坪野
　　　●内容／ほんやら洞という小さなかまくらの

中に明かりをともす幻想的なイベン
ト。参加も可

　　　●連絡先／山谷小学校　�８２－２５８７
………………………………………………………
　　　feel first story Ver.8 琵琶の語る平家物語
　　　●日時／２月１６日�　午後３時開演
　　　●会場／見附市文化ホール　アルカディア
　　　●料金／大人５００円、高校生以下３００円（ワン

ドリンク付）
　　　●内容／平家物語を朗読と琵琶の弾唱で披露。

朗読加藤博久、琵琶弾唱五十嵐雅水
　　　●連絡先／市文化ホール　�６３－５３２１
………………………………………………………
　　　とちお遊雪まつり
　　　●日時／２月１６日�　午前１０時～午後４時
　　　●会場／道の駅Ｒ２９０とちお
　　　●内容／親子で楽しめる雪遊びイベント、栃

尾の冬味覚＆鍋料理が並ぶ味自慢市
など

　　　●連絡先／市観光協会　�５１－１１９５
………………………………………………………
　　　スノーフェスティバル in 越路
　　　●月日／２月８日�
　　　●会場／成出農村運動公園
　　　●内容／雪像づくり（町内外から参加者を募

集、１月１７日�までに連絡先へ申
込）、雪上イベント、ステージイベ
ント、打ち上げ花火など

　　　●連絡先／町企画振興課　�９２－５９０２
………………………………………………………
　　　スキー・子どもの日
　　　●月日／１月１９日�、２月１６日�
　　　●会場／古志高原スキー場
　　　●料金／小学生以下リフト１日券１，０００円、

レンタル料金割引
　　　●内容／もちつき、スノーモービルランドなど
　　　●連絡先／古志高原スキー場　�５９－３５００
………………………………………………………
　　　第５回えちごかわぐち物語～’ ０３冬雪洞火ぼたる祭～
　　　●月日／２月８日�～９日�
　　　●会場／キャンパス川口周辺「特設会場」
　　　●内容／夕闇に包まれると、ロウソクの明か

りがほんのりと浮かび上がり、フル
ートやオカリナの優しい音色が幻想
的なフンイキを誘う。勇壮タイマツ
競争、ふるさと雪洞ぼたる、食の幸
めぐりなど

　　　●連絡先／町企画商工課　�８９－３１１２

越後のまん中、夢発信基地

���������	
��

町職員人事異動
（１月１日付け。（　）内は前職）

◆総務課（長岡地域任意合併協議会事務局

へ出向）

　�主事　塩入　武（農業委員会事務局）

見

附

市

栃

尾

市

越

路

町

山
古
志
村

川

口

町

小
千
谷
市



広報なかのしま ２００３．１月号 ��

　
「
中
之
島
つ
く
ろ
う
塾
」
及
び

「
健
味
会
」
で
は
、
中
之
島
町
の

特
産
品
と
し
て
「
れ
ん
こ
ん
酒
蓮

の
花
」
に
続
く
第
二
弾
、「
健
康

パ
ワ
ー 
味  
噌 
」
を
昨
年　

月
下
旬

み 

そ

１２

に
本
発
売
し
ま
し
た
。

　
「
健
康
パ
ワ
ー 
味  
噌 
」
と
一
般

み 

そ

的
な
米 
味  
噌 
と
の
違
い
は
、

み 

そ

①
中
之
島
産
の
「
発
芽
玄
米
」
と

「
大
豆
」
を
使
用

②
米
こ
う
じ
で
は
な
く
「
大
豆
こ

う
じ
」
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
、
発
芽
玄
米
は
食
物
繊
維

が
豊
富
で
、
便
秘
の
解
消
や
肥
満

の
改
善
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
ガ
ン
マ
ー
ア
ミ
ノ
酪
酸

（
通
称
「
ギ
ャ
バ
」。）
が
豊
富
で
、

血
圧
の
安
定
や 
痴  
呆 
症
の
予
防
に

ち 

ほ
う

つ
な
が
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
大
豆
こ
う
じ
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
酵
素
が
よ
り
大
豆
を

分
解
し
て
う
ま
味
を
引
き
出
し
、

味
が
乗
っ
た
昔
風
の 
味  
噌 
と
な
る

み 

そ

の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、「
健
康
パ
ワ
ー 
味  
噌 
」

み 

そ

は
、
１
袋
７
５
０
㌘
入
り
で
７
５

０
円
（
消
費
税
、
送
料
、
箱
代

別
。）。
予
約
、
お
求
め
は
、
左
記

の
健
味
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
健
味
会

○
有
限
会
社
い
わ
み
や
（
�　

－

６６

８
０
５
５
）

○
中
村　

知
明
（
�　

－

５
１
０

６６

６
）

○
韮
澤
リ
ヤ
ウ
（
�
０
２
５
６

－

　

－

４
７
５
５
）

９８

健
康
パ
ワ
ー 
味  
噌 
み 

そ

　

血
液
製
剤
の
多
く
は
高
齢
者
の

医
療
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

献
血
者
は　

歳
代
を
中
心
に　

歳

２０

５０

未
満
の
若
い
世
代
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
今
後
、
医
療
技
術
の

進
歩
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
血
液

の
需
要
が
増
加
す
る
一
方
で
、
献

血
者
層
の
人
口
が
減
少
。
献
血
者

の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
必
要
と

さ
れ
る
血
液
が
不
足
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
に
成
人
式
を

迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中

心
に
、
広
く
各
層
へ
の
献
血
思
想

の
普
及
並
び
に
献
血
者
が
減
少
し

が
ち
な
冬
季
に
お
け
る
献
血
者
の

確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２

月　

日
�
ま
で
全
国
一
斉
に

２８
『「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
善
意

で
、
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
県
内
で
は
、
献
血
バ
ス

が
各
市
町
村
を
巡
回
し
て
い
る
ほ

か
、
３
カ
所
の
献
血
ル
ー
ム
で
毎

日
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆　
　
　

◆

　

血
し
ょ
う
成
分
の
み
を
採
血
す

る
成
分
献
血
の
場
合
、
全
血
献
血

（
２
０
０
㍉
㍑
、
４
０
０
㍉
㍑
献

血
。）
に
比
べ
、
赤
血
球
を
体
内

に
返
還
す
る
た
め
、
身
体
へ
の
負

担
が
軽
く
済
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

よ
り
多
く
の
血
し
ょ
う
成
分
（
４

０
０

㍉
㍑

献
血
の
約
１
・
９

倍
。）
を
献
血
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
宝
物
、

人
物
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
�　

－

２
０
１
１
）
へ

６１

（

）
１７
「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

健康パワー 味  噌 
み そ

��広報なかのしま ２００３．１月号

　

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
「
第
２
回
長
岡
圏
域

Ｉ
Ｔ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。　

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
、
お
絵
か
き
・
Ｃ
Ｇ
コ
ン
テ

ス
ト
に
つ
い
て
は
作
品
を
募
集
。

パ
ソ
コ
ン
組
立
体
験
つ
い
て
は
、

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
定

員
３
名
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。）。
１
月　

日
�
ま
で
に
、
長

24

金�

岡
地
域
広
域
行
政
組
合
へ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
２
月
２
日
�　

午
前　
10

時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市

寺
島
町
３
１
５
）

◆
内
容
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
、
お
絵
か
き
・
Ｃ
Ｇ
コ
ン

テ
ス
ト
、
パ
ソ
コ
ン
組
立
体
験
、

企
業
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
展

示
コ
ー
ナ
ー
、
長
岡
地
域
広
域　

市
町
村
圏
各
市
町
村
紹
介
コ
ー

ナ
ー

日�

広
報
ク
イ
ズ

？�

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
、
図
書
券（
５
０
０
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
先
月
号
の
正
解
》

　

市
町
村
合
併
研
究
会
報
告
書

《
先
月
号
の
当
選
者
（
敬
称
略
）》

浅
井　

冴
（
中
之
島
第
一
）、
五

十
嵐
カ
ツ
子
（
中
之
島
第
七
）、

藤
田
百
合
子
（
野
口
）、
石
川　

達
也
（
中
之
島
第
七
）、
野
上
キ

ヨ
ノ
（
大
曲
戸
）

《
今
月
号
の
問
題
》

　

表
紙
の
書
き
初
め
に
書
い
て
あ

る
言
葉
は
「
○
○
新
年
」
で
す
。　

○
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

《
応
募
方
法
》

　

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
記
入
例
の
と

お
り
記
載
し
、
１
月　

日
�
（
必

３１

着
）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■記入例

中
之
島
町
大
字
中
之
島　
　
 
７８８

中
之
島
町
役
場
企
画
課　
 

広
報
ク
イ
ズ
係 
行　

□９ □５ □４ －□０ □１ □９ □２ クイズの答え

○○新年

 住所

 氏名・年齢

 電話番号

町のことや広報につ

いてご意見・ご感想

をお聞かせください。

〔
第
２
回
長
岡
圏
域
Ｉ
Ｔ
ま
つ
り
〕
開
催

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
を

●
問
い
合
わ
せ
先
／
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
（
�　

｜

６
０
６
７

37

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http

://w
w

w
.ko

uiki.nag
ao

ka.niig
ata.j
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)

 
 
●

�
昨
年
の〔
長
岡
圏
域
Ｉ
Ｔ
ま
つ
り
〕


